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＜連絡事項＞

· 本日まで、東久子さんの通所リハビリテーションローテーション研修あり。

· 本日、下館ＳＧＭが出張の為、不在。

· 2/12（木）看護スタッフ対象、2/13（金）介護スタッフ対象のグループ内研修あり。

· 2/24（火）～2/25（水）院内研修あり。事前に出席表に出欠の入力を行うこと。

＜外来患者様情報＞

· 松川　順子　様～デイケアは疲れるとのこと。時々具合が悪くなることがあると話されている。

· 其田　淑子　様～明日受診予定だったが、祝日の為、本日受診している。先日アローゼンを中止に

したが、便秘傾向とのことでセンナリド1錠から2錠へ増薬となっている。「体中あちこち痛かったけど良くなった」と話されている。

· 種本　サハ　様～「雪かきをしたら腰が痛くなった」と話されている。夕方になると疲れて咳が出

るとのこと。

· 上川原　豊　様～くしゃみ、鼻水が出ているが、アレルギーの薬は鹿内内科で処方してもらうとの

こと。膝の痛みは持続していると話されている。

· 澤　　昌利　様～困っていることはないかと尋ねると、「タバコの味がしない」「日赤に行ったらよ

くなったけど、また味がしなくなった」と話されている。これを機会に禁煙をしてはどうかと説明するも、「ニコチンは欲しくなる。でも、味がしないから気持ち悪い」とのこと。

· 田中　宏明　様～通所利用は順調だと話されている。徒歩20分で着くとのこと。4月頃から週3

回に利用日を増やしたいと希望ある。

· 清水　泰雅　様～通所は休まずに出来ているとのこと。特に変わったことはないと話されている。

来週、母親様同伴で受診予定。

· 北村　奈美　様～「やっぱりお母さんがいつ倒れてもいいように、ＡＥＤが欲しい」「いつまでも

お母さんと一緒にいたい」と話されている。

· 川口　八寿子様～うみねこ幸房正式利用について、2月～3月上旬まで趣味活動が忙しい為、3月

中旬からの正式利用を希望されている。担当医の許可あり。焦らずに進めて行くよう説明している。

＜利用者様情報＞

· 駒木　　学　様～プログラム中、表情の硬さみられている。体調について確認すると、「昨日緊張

してあまり眠れなかった」「12時に寝て、朝6時頃に起きた。デイケアの前の日は緊張する」と話されている。余暇時は自分から他メンバーと交流を持っており、笑顔みられている。頭を使うと疲労が感じるとのことで、レクリエーションでは卓球など運動を促し、気分転換を図って戴く。

· 高橋　百壽　様～現在、1週間のうちデイケア1日、デイナイトケア4日の利用であるが、来週

よりデイナイトケア週5日の利用に切り替えたいとのこと。「デイナイトケアの方が自分には合っている」と話されている。来週月曜日から移行したいとのことで、スタッフから担当医へ確認を行っていく。

· 川口　尚良　様～当院で行った血液検査にて、肝機能が若干悪化していたとのこと。先週金曜日に

内科受診し、昨日肝臓の検査を行ったとのこと。「肝臓の表面が荒れているって言われたけど、様子見てもいいと言われた」「酒を飲んでいた時に飲みすぎたから痛めやすいし、薬も関係あるって」と話されている。

· 村上　元道　様～病状の悪化は無いが、時々鼻歌を歌ってしまうのが気になると本人話されている。

エアロビクス不参加の理由について、疲労があるのかと確認すると、「疲労もあるけど、面倒くさいから」とのこと。春頃から、幸房を週5日の利用にしていきたいと希望されており、そうであれば、今はデイケアのプログラムにきちんと参加する必要があること説明すると、了承している。

· 下町　サン子様～朝から腹痛を訴えている。来所時の体温37.0℃。午前中は静養室で休んで様子

を見ている。昼食は全量摂取、昼食時の体温36.9℃。休んだら体調が良くなったと話されている。引き続き、体調の観察を行っていく。

· 田中　　一　様～先日、種本サハ様にお金を渡されそうになったことを話している。また、「帰る

時、種本さんに襲われそう。暴力を振るわれそうで怖い」と訴える。種本様よりも本人の方が体格は良く、力が強いことを説明するが、「でも後ろから襲われそうで」と話される。現在、双方共に自分から近寄ることはなく、適度な距離を保つことが出来ていることを振り返って戴いている。

· 中居　美津子様～左大腿部の内側に発赤と硬結あり、先週金曜日に外科受診し切開したとのこと。
患部にガーゼを詰めており、毎日受診し交換するように説明を受けていたが、その後受診はせずに自分で処置を行っていたとのこと。受診し、適切な処置を受けるように説明すると、本日から外科受診を続けると話されている。また、下妻康貴様の情報によると、土曜日に下妻様の職場（パセリー菜）に行き、相手が不在であることを知ると、相手のアパートに置手紙をした上で、夜間執拗に電話がかけてきたとのこと。行為が過度となってきていることを本人に振り返って戴き、アドバイスを行っていく。
· 下妻　康貴　様～上記の件に関して、昨日スタッフに相談している。中居様から電話がかかってく
ることに関して、ストレスは感じてはいないが困ってはいるとのこと。「出るまでかかってくる。それまで中居さんが眠れないと思うと、出なきゃいけないと思う」と話される。困っているのであれば、それを自分から相手に伝える必要があることを説明。2週間～1ヶ月に1回（日曜日）なら電話があっても問題ないと話されており、その旨を相手に伝えること、指定した日以外は着信を拒否することも出来ると説明している。
· 宮　　陽子　様～本日、デイケア来所されている。気分の高揚さみられ、声高さ、他者への話しか
けも多い。ミーティングでの自己紹介の際、「佐々木です」と異なる名前で紹介し、大笑いしていることもある。次回外泊は2/10～2/13とのことで、出欠の連絡を必ず行うように説明していく。
· 神山　和典　様～来所時より表情よく、スタッフや他メンバーに話しかけている様子みられている。
「今日は何故か来た時から気分が良いんです」と話されており、余暇時間は

空いたテレビで持参したビデオを鑑賞している。また、ナイトケアを週4回の利用に変えてからストレスが溜まっていたと話されているため、疲労時は無理せず休養を取っても良いことを説明している。
· 古川　ありい様～24歳女性、統合失調症・発達障害。八戸市民病院、ささクリニックからの紹介

状持参。デイケア見学を行いたいとのことで、母親様のみ来所している。定期的な通院は行っておらず、内服治療も受けていないとのこと。ストレスによるイライラ感や不安感で、パニック発作や衝動行為があるとの情報。母親の付き添い無しでは外出できず、自宅に引きこもりがち。自分が自宅に閉じ込められていると感じ、夜中にパジャマのまま飛び出してしまうこともあったとのこと。現在はそのようなことはなく落ち着いているが、一人ではデイケア利用できない為、母親同伴でデイケア利用したいと話されている。通所利用の対象として、基本的に本人一人で来所できることが前提であると説明すると、デイケア利用は見合せ、外来受診を希望。外来にて、PSWより定期的な受診や精神科治療を受ける意思がないのであれば、当院での診断・治療は出来ないこと説明している。










